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教
科
書
「
道
の
駅
」
が
、
全
国

「
道
の
駅
」
連
絡
会
か
ら
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
道
の
駅
の
〝
誕
生
と

成
り
立
ち
〟
／
〝
し
く
み
〟
／
〝
い

ま
〟
／
〝
こ
れ
か
ら
〟
が
図
表
を

駆
使
し
分
か
り
易
く
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
道
の
駅
の
改
善
や

設
立
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
関

係
者
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
に
な

る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
道
の
駅
に
は
休
憩
、情
報
発
信
、

地
域
の
連
携
の
三
つ
の
機
能
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
単
な
る
休
憩
施

設
や
物
品
販
売
に
過
ぎ
な
い
と
か

情
報
発
信
な
ど
も
物
足
り
な
い
と

の
批
判
も
聞
か
れ
ま
す
。
教
科
書

に
学
び
つ
つ
も
単
な
る
物
真
似
で

終
わ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
守

破
離
」
の
精
神
で
独
自
性
を
有
し

差
別
化
で
き
る
「
道
の
駅
」
を
目

指
し
一
定
の
時
間
軸
を
持
っ
て
進

化
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
積
み
重

ね
が
相
乗
効
果
を
上
げ
、
道
の
駅

全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
性
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　「
み
ち
の
文
化
」
と
言
わ
れ
る

我
が
国
で
す
が
「
み
ち
」
の
「
み
」

は
接
頭
語
で
「
み
ち
」
＝
「
ち
」

で
あ
り
ま
す
。「
ち
」
の
交
わ
り

分
か
れ
る
と
こ
ろ
が
「
ち
ま
た
」。

ち
ま
た
に
人
々
が
集
ま
り
賑
わ

い
、
市
（
い
ち
）
が
で
き
、
集
落

が
で
き
、
ま
ち
や
〝
向
う
三
軒
両

隣
〟
の
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て

き
た
「
み
ち
の
文
化
」
で
す
。

車
が
止
ま
る
こ
と
に
よ
り
道
路
利

用
者
と
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合

い
の
接
点
が
で
き
、
両
者
の
連
携

効
果
が
発
揮
で
き
相
互
互
恵
関
係

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

人
的
物
的
を
問
わ
ず
地
域
内
外
と

の
交
流
連
携
を
高
め
る
と
共
に
施

設
や
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・
向
上
に

努
め
「
み
ち
の
文
化
」
に
よ
る
地

域
経
済
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
道
の
駅
の

防
災
の
拠
点
と
し
て
の
一
環
と
し

て
、
非
常
食
を
兼
ね
た
新
・
郷
土

食
を
創
作
し
地
域
外
の
人
に
食
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
地
域
内
の
方

々
に
も
定
期
的
に
食
し
て
い
た
だ

く
試
み
も
な
さ
れ
て
お
り
こ
の
ロ

ー
リ
ン
グ
方
式
の
定
着
・
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

「
地
方
創
生
」
の
拠
点
に
資
す
る

た
め
、
道み
ち

行ゆ
き
を
重
視
し
、「
日
本

風
景
街
道
」、「
新
日
本
歩
く
道
１

０
０
選
」
等
の
他
運
動
と
連
携
を

高
め
、「
点
か
ら
線
へ
、
更
に
面

へ
」
と
展
開
さ
れ
、
よ
り
統
合
化

さ
れ
た
広
域
的
な
「
ま
ち
」
レ
ベ

ル
の
「
地
方
創
生
」
へ
と
進
化
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
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教
科
書
「
道
の
駅
」
に
学
び
、
進
化
を

　
今
年
は
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
か

ら
５
０
０
年
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
多
い
ア
メ
リ
カ
の
白
人
労
働
者

は
、労
働
は「
ベ
ル
ー
フ(

天
職)

」

で
、
労
働
に
よ
り
最
後
の
審
判
で

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
に
対
す
る
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
国

民
を
不
安
に
陥
れ
る
だ
け
で
、
政
府
は
国
民
の
生
命
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
議
論
。
頭
上

を
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ぶ
危
機
へ
の
対
処
も
分
か
ら
な
い
時
に
突
然
、
衆
議
院
が
解
散
し
た
。
大

義
名
分
が
無
い
だ
け
で
な
く
、
国
家
財
政
に
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ
て
い
る
の
に
、
消
費
税
の
使
い
方
の
変

更
が
争
点
だ
と
い
う
。
欧
米
は
財
政
政
策
を
転
換
し
始
め
た
の
に
日
銀
は
金
融
緩
和
を
続
け
、
ア
ラ
ー

ト
は
鳴
り
続
け
る
。
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
２
年
続
け
て
40
％
を
切
っ
た
。
こ
の
数
字
は
深
刻
な
ア
ラ

ー
ト
だ
が
国
民
は
食
糧
自
給
率
の
低
下
に
危
機
感
が
な
い
。
ミ
サ
イ
ル
が
自
身
に
迫
る
危
機
な
の
に
対

し
、
食
糧
自
給
率
の
危
機
に
は
国
民
的
共
通
認
識
が
欠
如
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ス
イ
ス
は
徴
兵
制
度
を
採
用
し

国
民
皆
兵
が
国
是
。
国
軍
は
約
４

０
０
０
人
の
職
業
軍
人
と
約
38
万

人
の
予
備
役
で
構
成
さ
れ
、
20
～

30
歳
の
男
性
に
兵
役
義
務
が
あ
り

女
性
は
任
意
。
男
性
の
多
く
は
予

備
役
で
、
各
家
庭
に
自
動
小
銃
が

貸
与
さ
れ
、
予
備
役
の
定
年
ま
で

各
自
で
保
管
す
る
。

　
ス
イ
ス
は
１
６
４
８
年
の
ヴ
ェ

ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
で
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
独
立
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
以
降
の
欧
州
体
制
を
決
め
た

１
８
１
５
年
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で

国
家
の
「
永
世
中
立
」
が
認
め
ら

れ
た
。
ス
イ
ス
は
な
ぜ
永
世
中
立

国
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ス
イ
ス
は
国
土
の
状
態
か
ら
食

料
が
十
分
に
自
給
で
き
ず
、
お
金

を
稼
が
な
け
れ
ば
食
べ
て
行
け
な

い
国
。
銀
行
や
保
険
が
世
界
的
に

有
名
だ
が
、
銀
行
や
保
険
以
前
の

稼
ぐ
方
法
が
「
傭
兵
」
と
い
う
職

業
。
傭
兵
を
し
な
け
れ
ば
食
べ
ら

れ
な
い
国
だ
っ
た
が
傭
兵
は
強
く

な
け
れ
ば
ど
の
国
も
雇
わ
な
い
。

　
ス
イ
ス
の
傭
兵
の
強
さ
は
ロ
ー

マ
時
代
か
ら
有
名
だ
。
ロ
ー
マ
は

ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
よ
る
領
内
侵
入

を
阻
止
す
る
た
め
雇
っ
た
。
今
も

ロ
ー
マ
の
バ
チ
カ
ン
市
国
の
衛
兵

は
ス
イ
ス
人
で
、
バ
チ
カ
ン
が
お

金
を
払
っ
て
い
る
傭
兵
だ
。

　
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
舞
台
に
１

６
１
８
年
か
ら
戦
わ
れ
た
30
年
戦

争
当
時
、
ま
だ
国
で
な
く
市
単
位

の
ス
イ
ス
盟
約
者
会
議
が
外
国
軍

隊
の
領
内
通
過
禁
止
を
決
め
た
。

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア

の
強
国
に
挟
ま
れ
、
常
に
国
内
を

他
国
軍
が
通
過
し
市
民
の
安
全
を

脅
か
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
安
全
確
保
の
た
め
１
６
４
７

年
、
ス
イ
ス
国
境
警
備
隊
を
創
設

し
、
ス
イ
ス
式
武
装
中
立
が
ス

タ
ー
ト
。
国
民
皆
兵
の
歴
史
は
こ

の
時
に
創
ら
れ
た
。
武
装
中
立
後

も
傭
兵
稼
業
は
続
き
、
フ
ラ
ン
ス

の
ル
イ
14
世
は
傭
兵
を
シ
ス
テ
ム

化
。
以
後
は
他
国
の
戦
争
で
中
立

国
の
ス
イ
ス
人
が
両
方
の
軍
隊
に

加
わ
っ
て
殺
し
合
う
こ
と
も
。
ス

イ
ス
人
は
血
を
売
っ
て
食
料
を
買

う
と
も
言
わ
れ
た
。
ス
イ
ス
の
永

世
中
立
や
国
民
皆
兵
、
武
装
中
立

の
背
景
に
は
血
の
歴
史
が
潜
む
。
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小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　
多
く
の
道
の
駅
は
駐
車
場
と

ト
イ
レ
を
道
路
管
理
者
が
用
意

し
、
建
物
は
運
営
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
市
町
村
が
保
有
、
運

営
は
市
町
村
が
大
半
を
出
資
す

る
第
３
セ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ

中
山
間
地
の
厳
し
い
経
営
環
境

で
も
、
運
営
者
は
商
業
活
動
に

と
ど
ま
ら
ず
、
農
業
生
産
者
へ

の
技
術
支
援
、加
工
品
の
開
発
、

流
通
チ
ャ
ネ
ル
の
開
拓
、
着
地

型
観
光
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
な

ど
、
地
域
資
源
に
最
大
限
の
付

加
価
値
を
つ
け
る
よ
う
情
熱
を

も
っ
て
取
り
組
め
る
。
こ
こ

に
公
共
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
商

業
活
動
の
シ
ナ
ジ
ー
が
生
ま

れ
、
新
た
な
価
値
が
創
出
さ

れ
る
。

　
あ
る
道
の
駅
は
施
設
の
無
償

貸
与
に
加
え
、
施
設
管
理
を
有

償
で
自
治
体
か
ら
受
託
し
て
い

た
。
手
厚
い
支
援
で
あ
る
点
は

好
事
例
と
い
え
る
。
運
営
者
は

そ
の
お
か
げ
で
、
継
続
的
に
ま

と
ま
っ
た
利
益
を
計
上
し
、
従

業
員
の
給
与
の
見
直
し
も
考
え

て
い
る
と
話
し
て
い
た
。
企
業

体
と
し
て
は
優
良
経
営
だ
が
、

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
？

　
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
「
利
益
は
目

的
や
動
機
で
は
な
い
。
事
業
を

継
続
・
発
展
さ
せ
る
コ
ス
ト
で

あ
る
」
と
言
っ
て
お
り
、
利
益

の
相
当
な
割
合
を
適
切
な
再
投

資
に
回
す
こ
と
が
基
本
だ
。
無

駄
に
利
益
を
計
上
す
れ
ば
市
町

村
が
支
援
し
た
お
金
が
国
や
県

に
法
人
税
等
で
還
流
す
る
こ
と

に
な
る
。
地
方
創
生
実
現
の
た

め
に
は
、
利
益
が
次
の
新
た
な

利
益
を
生
む
、
自
律
的
な
発
展

の
サ
イ
ク
ル
が
望
ま
れ
る
。

　
管
理
会
計
を
適
切
に
行
い
決

算
で
利
益
が
た
く
さ
ん
出
そ
う

な
場
合
、
利
益
見
込
み
の
相
当

分
を
未
来
へ
の
投
資
に
回
す
。

生
産
者
へ
の
技
術
指
導
、
加
工

品
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
道

の
駅
の
設
備
投
資
を
目
的
と
し

た
施
設
保
有
者
（
自
治
体
）
へ

の
寄
付
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

従
業
員
に
ボ
ー
ナ
ス
で
報
い
る

こ
と
も
大
切
だ
が
、
未
来
の
た

め
の
教
育
訓
練
は
も
っ
と
重
要

だ
。
地
域
の
雇
用
増
、
経
済
活

性
化
、
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
等

を
実
現
し
、
地
域
の
価
値
の
拡

大
再
生
産
を
目
指
す
。
こ
う
し

て
こ
そ
血
税
に
よ
る
支
援
が
、

効
率
よ
く
地
方
創
生
の
自
律
的

な
サ
イ
ク
ル
を
生
む
。。

（
中
小
企
業
診
断
士

　牧
哲
史
）

利
益
よ
り
未
来
へ
の
投
資

「道の駅」から支援
を受け、農業生産に
取り組む若者。地域
のためだから頑張れ
る＝提供：道の駅「も
てぎ」

NPO 生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 ス
イ
ス
の
飢
え
な
い
戦
略

天
国
に
行
け
る
と
考
え
る
。
こ
の

考
え
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
よ
っ
て
補

強
さ
れ
、
そ
の
禁
欲
的
労
働
が
資

本
主
義
を
産
ん
だ
と
さ
れ
る
。
カ

ル
ヴ
ァ
ン
が
宗
教
改
革
を
行
っ
た

７

国
ス
イ
ス
が
、
食
糧
安
全
保
障
を

憲
法
に
明
記
す
る
国
民
投
票
を

行
っ
た
。
ス
イ
ス
の
食
料
安
全
保

障
を
再
確
認
し
た
い
。

　
ス
イ
ス
の
国
土
面
積
は
九
州
程

瀕死のライオン像＝フランス革
命でルイ 16 世とマリーアントワ
ネットを最後まで守り戦死した
スイス傭兵 786 人の慰霊碑。傭
兵の強さと勇気をライオンに見
立てた（スイス・ルツェルン市）

度
の
４
０
０
万
㌶
、
永

年
草
地
を
含
む
農
耕
地

は
１
０
０
万
㌶
、
放
牧

地
は
山
岳
森
林
地
帯
に

１
０
０
万
㌶
で
残
り
は

森
林
。
人
口
７
５
０
万

人
で
食
料
自
給
率
は
約

50
％
。
数
字
の
意
味
を

読
み
取
る
に
は
、
裏
側

の
歴
史
と
実
態
を
知
っ

て
こ
そ
理
解
で
き
る
。

神戸フルーツ・フラワーパーク大沢
福原悟史駅長

　広大でアミューズメント要素のある

神戸市北区大沢町上大沢 2150
主要地方道山田三田線　TEL.078-954-1940

神戸フルーツ・フラワーパーク内に今春、「地産
地消を遊ぼう！」をコンセプトに “FARM CIRCUS”
がオープン。他で買えない神戸の食材・お菓子や
果物を使ったスイーツ、野菜やお米を使った定食・
ピザなどを買え、食べ、体感して楽しめます。

童話の里くす
梅木逸美駅長

　「日本のアンデルセン」と称された口

大分県玖珠町帆足 2121
国道 387 号　TEL.0973-72-5535

演童話家の生地にある道の駅。生産者と連携した
情報発信、地域構築で特Ａ米を取得した「ひと
めぼれ」や椎茸、野菜、かいぞくかりんと、平成
の名水百選の水で加工された万年元気豆腐などな
ど、地域色豊かな商品を販売しています。

まつだいふるさと会館
佐藤達夫駅長

　北越急行 ｢ まつだい駅 ｣ に併設した

新潟県十日町市松代 3816-1
国道 253 号　TEL.025-597-3442

道の駅です。木の温もりが生かされたモダンな館
内にはいろりコーナー、土産処、食事処があり、
コシヒカリの米粉で作った『あんぼ』が好評です。
駅周辺には越後松代城やスキー場・キャンプ場・
温泉があり、現代アートも点在しています。
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ス
イ
ス
は
第
１
時
世
界
大
戦
で

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
と
も
に
中
立
を

守
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
国

境
封
鎖
で
食
料
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ

し
食
料
難
に
陥
っ
た
。
そ
の
経
験

か
ら
法
律
で
食
料
備
蓄
を
義
務
付

け
、
国
民
が
飢
え
な
い
戦
略
を
策

定
し
た
。
当
初
は
国
防
上
の
理
由

だ
っ
た
が
、
現
在
は
経
済
政
策
の

領
域
ま
で
政
策
対
象
を
拡
大
し
て

い
る
。
食
料
の
供
給
危
機
を
も
た

ら
す
要
因
が
、
軍
事
的
脅
威
か
ら

自
然
災
害
、
事
故
、
伝
染
病
、
テ

ロ
リ
ズ
ム
、資
源
供
給
国
の
紛
争
、

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切 は 平 成 30 年 １ 月 31 日

（水）。宛先は、〒 102-0075
東京都千代田区三番町７－
１朝日三番町プラザ　ＮＰ
Ｏ法人 人と道研究会

ご回答方法

の
備
蓄
の
概
算
在
庫
費
用
は
１
５

８
億
円
で
１
億
２
０
０
０
万
人
の

負
担
額
は
食
料
１
３
１
円
程
度
。

　
他
の
特
徴
で
は
、
非
常
時
の
作

付
け
が
飼
料
穀
物
か
ら
熱
効
率
の

良
い
耕
種
作
物
中
心
に
生
産
物
の

転
換
な
ど
を
法
律
で
定
め
て
い
る

こ
と
。
ぜ
い
た
く
品
の
生
産
や
加

工
を
停
止
し
、
生
命
の
た
め
に
特

に
重
要
な
物
資
の
生
産
に
原
料
を

使
用
す
る
よ
う
指
示
す
る
。
食
料

備
蓄
は
製
品
在
庫
だ
け
で
な
く
、

農
地
で
の
備
蓄
が
可
能
な
の
だ
。

　
ス
イ
ス
は
１
９
８
０
年
代
か
ら

農
家
へ
の
直
接
支
払
い
政
策
を
展

開
。
国
民
の
命
を
守
る
目
的
で
発

想
さ
れ
、
国
防
の
基
本
で
あ
る
飢

情報発信の基地として、賑わいの拠点として

服部信明氏神奈川県茅ヶ崎市長

　
白
い
波
が
砕
け
る
湘
南
の
青
い

海
。
若
大
将
シ
リ
ー
ズ
で
一
世
を
風

靡
し
た
加
山
雄
三
さ
ん
や
、
国
民
的

な
人
気
を
誇
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
桑

田
佳
祐
さ
ん
の
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ

ー
ズ
。
茅
ヶ
崎
と
い
え
ば
、
ま
ず
思

い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
そ
ん
な
文
化

や
リ
ゾ
ー
ト
感
覚
を
生
ん
だ
町
、
と

い
う
印
象
が
一
般
的
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
に
今
、
道
の
駅
を
造
る
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
茅
ヶ
崎
市
は
、
都
心
か
ら
南
西
約

50
㌔
㍍
に
位
置
し
、
湘
南
エ
リ
ア
で

は
最
も
長
い
海
岸
線
を
持
つ
人
口
約

24
万
人
の
ま
ち
で
す
。
こ
の
海
岸
線

に
は
、
国
道
１
３
４
号
が
走
っ
て
お

り
、
湘
南
の
イ
メ
ー
ジ
や
雰
囲
気
を

形
づ
く
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
27
年
３
月
に
は
、
さ
が
み
縦

貫
道
路
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
の
一
部
）
が
全
線
開
通
し
、今
後
、

横
浜
湘
南
道
路
や
高
速
横
浜
環
状
南

線
が
平
成
32
年
度
に
開
通
す
る
予
定

で
、
本
市
を
取
り
巻
く
道
路
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の

江
の
島
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
も
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
本
市
に
対

す
る
人
や
物
の
流
れ
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
地
域

経
済
の
好
循
環
を
図
る
絶
好
の
機

会
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
の
一
つ
の
キ
ッ
カ
ケ
づ
く

り
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
道
の
駅

で
す
。
さ
が
み
縦
貫
道
路
か
ら
繋

が
る
新
湘
南
バ
イ
パ
ス
の
現
在
の

最
終
地
点
付
近
の
国
道
１
３
４
号

沿
い
に
、
平
成
31
年
度
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
道
路
管
理
者
で
あ

る
神
奈
川
県
と
と
も
に
道
の
駅
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
道
１
３
４
号
は
、
お
正
月
の

13

そ
の
た
め
の
議
論
を
地
域
の
方
々

と
行
っ
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
は
、
道
路
利
用
者
の
皆

さ
ん
へ
の
安
全
で
快
適
な
道
路
交

通
環
境
の
提
供
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
々
に
と
っ
て
身
近
な
交
流

の
場
と
な
る
と
と
も
に
、
防
災
機

能
も
有
し
た
安
全
安
心
の
場
と
な

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
道
の
駅
が
湘
南
の

イ
メ
ー
ジ
を
体
現
し
た
都
市
型
の

道
の
駅
と
な
り
、
本
市
の
活
力
向

上
や
賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
中
心

的
な
役
割
を
担
う
も
の
と
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

え
な
い
政
策
と
し
て
、
農
地
を
保

全
す
る
農
家
に
「
国
防
費
」
と
し

て
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　
ス
イ
ス
の
憲
法
改
正
の
背
景
に

は
こ
う
し
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
の

想
定
力
は
多
岐
に
渡
る
。
日
本
の

憲
法
改
正
論
議
は
防
衛
問
題
ば
か

り
で
、
国
民
の
生
命
を
守
る
食
糧

問
題
は
議
論
さ
れ
な
い
。
日
本
は

農
地
が
次
々
放
棄
さ
れ
、
国
民
の

命
が
担
保
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
、
日
本

の
安
全
保
障
、国
家
財
政
の
破
綻
、

食
料
自
給
率
低
下
な
ど
、
ア
ラ
ー

ト
が
鳴
り
続
け
て
い
る
の
に
、
日

本
は
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
想
定
す

る
力
が
不
足
し
て
い
る
。

農
家
に
国
防
費
気
候
変
動
、
資
源
枯
渇
等
へ
移
り

つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
飢
え
な
い
戦
略
に
は
基
本
原
則

が
八
つ
あ
る
。
特
徴
的
な
項
目
で

は
、
非
常
時
は
国
民
の
最
小
食
品

要
求
量
を
２
３
０
０
㌔
㌍
（
平
時

３
３
０
０
㌔
㌍
）
に
制
限
し
６
カ

月
間
確
保
。
４
カ
月
の
義
務
的
責

任
在
庫
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
国

と
民
間
企
業
の
契
約
で
担
保
さ
れ

る
。
責
任
在
庫
機
構
は
民
間
の
自

主
的
組
織
で
、
費
用
は
販
売
価
格

に
上
乗
せ
国
民
が
負
担
す
る
。

　
負
担
額
は
１
人
当
た
り
１
５
８

０
円
程
度
。
食
料
で
５
３
９
円
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
１
０
０
６
円
、
医

薬
品
で
19
円
程
度
な
ど
だ
。
日
本

風
物
詩
で
あ
る
箱
根
駅
伝
（
東
京

箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
）
の

コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
お
り
、
道
の

駅
が
完
成
し
た
際
に
は
全
国
の
皆

さ
ん
に
本
市
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
道
の
駅
と

し
て
の
魅
力
も
し
っ
か
り
高
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

市
街
地
に
近
い
立
地
を
最
大
限
に

活
か
す
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
、

「道の駅」のトイレに関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．「道の駅」のトイレはどのようなトイレであって欲しいとお考

えですか？　具体的にお書きください。

（例：清潔でキレイなトイレ、待ち時間のないトイレ、洋式のトイレ）

（ ）

Ｑ２．あなたが今まで利用した「道の駅」のトイレで、オススメのと

ころがありましたら、その駅名、および、その理由をお聞かせくださ

い。（３つまで）

①駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ３．逆に「道の駅」のトイレでオススメできないところがありまし

たら、その道の駅名、および、その理由をお聞かせください。

①駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．「道２１世紀新聞」はどこの駅で入手しましたか？

　●都道府県名（　　　　　）●道の駅名（ ）

Ｑ５．新聞入手した道の駅の印象をお書きください？

（ ）

Ｑ１． （ ）

Ｑ２．
①駅名（ ）
理由（ ）
②駅名（ ）
理由（ ）
③駅名（ ）
理由（ ）
Ｑ３．
①駅名（ ）
理由（ ）
②駅名（ ）
理由（ ）
③駅名（ ）
理由（ ）
Ｑ４．●都道府県名（　　　　　　）●道の駅名（ ）
Ｑ５．（ ）
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

みかわ
和泉政美支配人

　四国カルスト、石鎚国定公園面河渓谷

愛媛県久万高原町上黒岩 2840-1
国道 33 号　TEL.0892-56-0330

の入り口にあります。四国霊場 44、45 番がすぐそ
ば。隣りに地元新鮮野菜を販売する「美川ふるさ
と市」があり、売店ではお土産物、食堂では夏は
地元名物の美川手延べ素麺、冬は地元野菜をたっ
ぷり使ったキジそばなどを提供しております。

おろちの里
渡邊優一駅長代理

　近隣に温泉やダム、牛や馬の牧場、

島根県雲南市木次町北原 1603
国道 314 号　TEL.0854-48-9062

そして目の前にはダム湖「さくらおろち湖」が
展望できる道の駅です。農家レストランでは地
元野菜や珍しい野菜をふんだんに使用した「田
舎料理バイキング」が人気で、使用した食材は
隣の特産物直売所でお買い求めいただけます。

うき
野村英光駅長

　「元気を食べよう、元気を生きよう」

熊本県宇城市松橋町久具 757-3
国道 3 号／ 181 号   TEL.0964-34-0377

を合言葉に、安心で新鮮で美味しい旬の農作物の
素晴らしさを伝える道の駅。店内にはトマト、メ
ロン、デコポン、晩柑など野菜・果物・お米・花
と、沢山の地域を代表する農産加工品を販売して
おり、地方発送も多く大変喜ばれています。


